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認知症対応型共同生活介護

「笑顔の介護」を理念に掲げています。事業所の特徴としては、日々のささいなこ
とをアイデアとし、どんなことでもイベントやレクリエーションにしてしまおう、
という取り組みです。利用者様とのコミュニエーションを重視しているので「でき
ない」ではなく「どうしたらできるか」を常に念頭におきケアをしております。例
えばご利用者様から「最近パンをたべてない」との声が上がれば、美味しく安全な
パンレクを企画します。ハロウィンでは「笑い」を意識し職員ご利用者全員で仮装
レクを楽しみました。一人ひとりの役割を大事にし、「食器拭き」「洗濯干し」
「モップがけ」「おやつ作り」など担当があり生き生きくらしていらっしゃいま
す。当グループホールでの生活が心地よい空間になるようご利用者様にもご協力い
ただいております。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和8年5月7日令和7年2月14日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35
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グループホーム日の出

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県川崎市川崎区日の出1-12-8

＜優れている点＞
「笑顔の提供」を理念に掲げ、笑顔は伝播するという考えのもと、利用者が自分ら
しく笑顔で暮らせる環境づくりを大切にしています。管理者が職員とともに明るい
施設づくりに注力することを土台とし、地域とのつながりを維持するため、町内会
の清掃活動や夏祭りでの介護相談、保育園児との交流など地域に根ざした活動に取
り組んでいます。また、薬剤師によるバイオリン演奏ボランティアの受け入れな
ど、地域コミュニティとの連携も図っています。食のレクリエーションでは、団子
などの各々が好むおやつ作りのほか、これまでの経験を生かした刺身の盛り合わせ
や干し柿作りなどを行い、料理を通じて生き生きとした表情を引き出しています。
こうした日々の積み重ねが、笑顔あふれる自分らしい生活の実現につながっていま
す。
＜工夫点＞
外国人職員が主体となり、ユニットごとに利用者の写真と手書きのコメントを添え
た「日の出便り」を毎月家族へ送付しています。日々の生活や行事の様子を伝える
ことで、事業所の活動に対する理解を深めてもらうよう努めています。また、この
作成を通じて職員自身も介護の楽しさを学び、家族との信頼関係を築くことに取り
組んでいます。

■

15 ～ 22

評 価 結 果
市町村受理日

サービス種別
定　 員　 等

所　　在　　地

株式会社フィールズ



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム日の出

 ユニット名 桜

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

ご近所の方には運営推進会議の参加を積極
的に呼びかけてます。昨年の敬老の日は近
隣保育園の園児さんが遊びにきて下さり、
以降盛んに交流を深めてます。町内会やマ
ンションの夏祭りなどのイベントには「介
護相談窓口」を開催したりお手伝いを行い
ました。

地元の婦人会や民生委員を兼務する職員、利用者の
家族が接点となり、運営推進会議への参加や地域と
の交流が生まれています。近隣保育園との敬老の日
を通じた交流や、近隣マンションの夏祭りへの参
加、地域向けの介護相談の実施など、地域の一員と
して自然な形での日常的な交流が図られています。

近隣の方や町会長様に、ホームの見学や行
事に参加いただいてます。ご見学していた
だくことで地域の方にも認知症の方の理解
をいただいております。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「笑顔の介護」を理念に掲げております。
職員と共有できるようホームの数か所に理
念が掲示してあります。外国籍の職員でも
理解できるように翻訳したものを配布して
おります。（ベトナム語、タガログ語、ク
メール語、英語等）

事業所は「笑顔の介護」を標榜し、「笑顔は伝播す
る」という考えから、職員自身が笑顔を絶やさない
ことを最優先に掲げ、利用者への安心感につなげる
実践を大切にしています。この理念は新入職研修や
フロアミーティング、多国籍な職員によるミーティ
ング等を通じて浸透を図っており、全職員が共通の
目的を持って日々のケアにあたっています。

2か月に1度の開催しており、地域包括セン
ター、町内会、婦人会、近隣にお住まいの
方にも参加頂いております。昨年はご家族
様、利用者様も交えて、災害訓練報告や緊
急時、離設時の対応を話し合いました。

会議は形式的な報告に留めず、実効性のある運営を
追求しています。毎回テーマを決めて話し合う「回
想法」の手法を取り入れ、参加者が意見を述べやす
い雰囲気作りを大切にしています。家族などからの
「本人にもっと声をかけてほしい」といった具体的
な要望はすべて記録し、職員間で共有して日々の支
援の向上につなげています。

キャラバンメイトの参加、認知症サポー
ター開催のお手伝い、包括との意見交換会
等、積極的に参加しております。

地域包括支援センターの意見交換会に参加し、介護
保険の取り扱いなどの相談を行っています。また、
神奈川県認知症高齢者グループホーム協議会への参
加を通じて地域の情報共有や研修に取り組み、他事
業所との連携を深めています。認知症サポーター養
成講座の研修会場として施設内の交流スペースを提
供するなど、地域社会の一員として協力体制の構築
に努めています。

株式会社フィールズ



グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

身体拘束・虐待廃止委員会による3か月に1
度の研修のほか、新人就任時において も
個別研修を行い周知徹底しておりま す。
各ユニットのフロアミーティング におい
てもミニ勉強会を行いスピーチ ロック・
ドラッグロック等の事例検討を行っており
ま す。

法人の新人研修に加え、フロアごとのミニ勉強会で
具体的な事例検討を継続的に行っています。法人施
設合同で身体拘束委員会を設置し、立ち上がりにく
いソファのクッションの影響といったグレーゾーン
の行為についても「本人の環境にどう影響するか」
を個別に検証しています。外国籍スタッフに対して
も研修内容を議事録などで周知し、組織全体で拘束
をしないケアの理解を深める取り組みを進めていま
す。

虐待防止委員会を発足し社内研修やマニュ
アルを作成し防止策 に努めております。
ユニット会議の際には不適切ケアに該当す
る案件がなかったか議題に挙げています。
職員にはストレスチェックについても周知
しております。

虐待防止の研修では動画などを活用し、不適切な事
例についてグループワークを行い、客観的な視点か
ら虐待の芽を摘む工夫をしています。また、アン
ガーマネジメントの視点を取り入れ、職員のストレ
スや余裕のなさが虐待につながらないよう、チーム
で支え合う体制づくりに努めています。

ご利用者様の様子は月1回、広報「日の出
便り」をご家族様に郵送しております。面
会は柔軟に対応しております。家族様から
要望・苦情があった場合は、フロ アミー
ティング等迅速に開催し、サー ビスの向
上に努めております

利用者の様子を伝えるため広報誌「日の出便り」を
毎月作成しています。家族からの要望を受け、家族
が夕食時に参加できる機会を設けています。また、
運営推進会議や居室担当者を通じた相談の機会を通
じて、家族からの要望などを収集・記録し、運営や
日々のケアに柔軟に反映させる体制を整えていま
す。

運営会議にて「後見人 制度」の研修や
「日常生活自立支 援事業」の勉強会を開
催いたしました。また勉強したことを個々
のフロアミーティングで周知し、職員も知
識を深めております。

契約前のインティーク面接の時点から ご
家族様の不安や疑問にお応えできる よう
十分な説明をし、ご理解をいただ けるよ
う努めております

株式会社フィールズ



グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

各ユニットのフロアミーティングで上
がった議題は、毎月行われる運営会議 で
報告しております。また運営会議の 内容
はユニットリーダーから各ユニッ トに報
告がなされ情報共有しておりま す

各ユニットのリーダー、管理者、経営層が参加する
運営会議を月1回開催し、現場スタッフが直面して
いる課題や提案を直接話し合える機会を設けていま
す。職員からの意見などは組織全体で情報を共有
し、日々の業務改善や職員のモチベーション向上に
つながるよう努めています。

市の開催するキャラバンメイト連絡会
や、社協開催行事等に積極的に参加す る
ことで同業者とのネットワークを作 り交
流を深めサービスに役立てており ます。

サービス利用開始前は、ご本人様の思
い・要望・困りごと等を傾聴し信頼関 係
に努めております。「その人らしさ・今で
きる強み」を見つけ、傾 聴の中にも共感
を持ち工夫しておりま す。

各職員は個々の職位・資格等級に合わ せ
て給与額が設定されておりやりがい を
持って働ける環境が整備されており ます

残業をなくし、有給休暇なども取得しやすいよう、
法人の事業所間でスタッフが応援に入れる柔軟な体
制を整えています。急な欠員にも対応できるシフト
調整を行い、過度な労働負担の軽減に努めていま
す。また、外国人ミーティングを実施し、外国人職
員が向上心を持って働ける職場環境づくりに取り組
んでいます。

外国人職員がさらに力
を発揮できるよう、中
堅層の育成方法につい
て職員間で話し合い、
共に成長できる職場づ
くりを進めていくこと
が期待されます。

無資格の職員には社内で「初任者研修」を
無料で取得できる制度があります。「実践
者研修」等の外部研 修も積極的に参加で
きるよう環境が 整っております

職員の育成は、法人の新人研修、OJT、各ユニット
でのミニ勉強会や各種委員会の研修などを組み合わ
せ、実地での力量把握とスキルアップを段階的に進
めています。介護福祉士などの資格取得を支援して
おり、試験前には本部職員が対策講座を開催して合
格を後押ししています。

専門的な知識を共有す
る機会を作り、外国人
職員を含む全職員が認
知症への理解を深め、
日々のケアを共に振り
返る習慣を築いていく
ことが期待されます。
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

まずはお話をじっくりお聞きするように努
めております。日中はご本人様の「できる
事」に視点を置 き、「お皿ふき」「洗濯
たたみ」「プ ランターの水あげ」等のお
手伝いをし ていただいてます。やってい
ただいた 事には感謝をし、共に生活を送
る良き 関係を構築しております

来園時にはご利用者様の近況・体調面 等
のお話をこまめにし、ホームでの困 りご
と等はこちらから積極的に報告し 一緒に
解決していただいております。 感染症蔓
延時には面会制限を設けておりますが、ご
家族様には週1回の定例の電話やお手紙に
て近況をご報告させていた だいておりま
す

サービスの利用を開始する段階で、ま ず
「ご本人様の困りごと」「ご家族様 のこ
まりごと」と傾聴いたします。ホームでど
のように生活してもらいたいかをお聞きし
ケアプランに組み入れ、職員間で共有いた
します。また、その方の生い立ちや人生観
も出来る限りお聞かせ頂き、尊重させてい
ただいてます。

まずはじっくりとご本人様・ご家族様 の
お話を伺い、受容いたします。後、 多職
種と連携し必要としている支援を 見極め
ていきます。その人の「出来る 事」に視
点を置いたサービスに努めて おります。

入所時の面接から、ご本人様の趣味や 出
身地をお聞きし、支援に役立てられ るよ
う努めております。ご家族様やご 友人の
方にも協力していただき、ご本 人様の懐
かしみの深い写真や思い出の 品をお部屋
に飾るようにしておりま す

本人が大切にしてきた地域とのつながりを維持する
ため、近隣の夏祭りなど地域の行事に参加できるよ
う支援しています。詩吟の先生だった利用者のお弟
子さんが訪ねて来た際には、交流スペースを活用し
て交流の場を設けています。利用者や職員の前で張
りのある声で懐かしみながら吟詠する機会を作るな
ど、その人らしい生活の継続を支えています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

ホームの利用契約が終了したあとはこ ち
らから積極的なフォローはしており ませ
んが、相談があった場合には丁寧 かつ親
身に対応させていただいており ます。

初回の面接時においてご本人様の生活 ス
タイルをなるべく継続できるよう、 ご意
向を伺っております。ホームでの 生活が
始まってからも、本人の要望や 職員の気
づきは随時個人記録に記入し て把握に努
めております

居室担当制を導入し、担当職員が衣替えの相談や
日々の会話などを通じて、本人のこだわりや暮らし
方の希望を細かく把握しています。重度化などが進
み意思疎通が難しい場合でも、家族などとの密な連
絡や面会時の様子から本人の意向を推察し、ユニッ
トリーダーなどを含むチームで最善の支援を検討し
ています。

ご利用者様の相性やADLに合わせて、 テー
ブル配置・レクリエーション・散 歩等工
夫しております

入所時の面接においては、生活歴、環
境、お仕事等のお話をできるだけお伺 い
しております。ホームでの生活にも 生か
せるように、郷土名物のおやつレ クや、
地方に伝わる遊び、歌など、 サービスに
工夫をしております

身体状況（バイタル・食事摂取・排泄
等）においては24時間の個別記録を付
け、体調の変化を見逃さないよう努め て
おります。また日ごろから個々のア ク
ティビティを観察し個人記録に記入 する
ことで一人ひとりの有する力を把 握しケ
アプランにも活かしておりま す。
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価
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

毎月のフロアミーティングでは各居室 担
当者がご利用者様の経過観察を報告 し短
期目標達成のための意見交換をし ており
ます。ご家族様面会時や往診時 において
も支援の報告相談をこまめに 行い介護計
画に反映しております。定期的なモニタリ
ング時期以外にもADL等に変化があった際
は計画の見直しをしております。

ケアプランは毎月のフロアミーティングで担当者が
利用者の経過を報告し、意見交換を経てケアマネ
ジャーと共に作成しています。ADL(日常生活動作)
の低下を見逃さず記録し、職員間で共有したのち家
族などへ報告しています。月1回の会議で短期目標
の達成度を確認し、シャワー浴から入浴への変更
や、刻み食から一口大への移行など、具体的な生活
機能の向上を目指しています。

個々の入居者様の体調管理・身体状 況・
生活記録は毎日記録し、職員 間で情報を
共有しております。ケアプランをもとに、
各ユニットではリーダーが「個別支援計
画」を作成し、実践や介護計画の見直しに
活かされております

月2回提携医療機関による定期往診があ
り、24時間緊急体制・緊急時対応など適切
な医療を受けられる体制が整っておりま
す。本人及び家族等の希望があれば、地域
のかかりつけ医に受診ができるよう柔軟に
対応おります。

利用者の状態に変化が見られた際には速やかに医療
機関と連携し、家族などにもその都度報告する体制
を構築しています。月に2回、提携医療機関による
往診と24時間対応の緊急連絡体制であるオンコール
があり、急変時には別途往診も行うなど、密な連携
を保っています。

ホームの生活では決まった訪問医療や訪問
歯科・訪問美容がございますが、ご本人様
やご家族様の希望を受け入れ、個別に柔軟
に対応しております。

初回の面談時より、今までの生活スタイ
ル・趣 味・病歴等を詳しくアセスメント
させ ていただくことで社会資源を把握
し、ホームに入所しても変わらず地域と密
着していけるよう支援しております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

職員は、朝のバイタル測定や往診医申 し
送りノート等を活用し、ご利用者様 の体
調管理を常に把握しております。 何か変
化がおきたときは24時間対応の 訪問看護
に連絡し適切なアドバイスを 受け対応し
ております

職員全体研修やフロアミーティングでのミ
ニ勉強会において症状別の勉強会を行って
おります。職員勉強会（心肺蘇生法・応急
手当等）も定期的に実施しております。消
防局での「心肺蘇生研修」にも参加してお
ります。

防災委員会があり、火災、地震、台風、夜
間など毎回想定を変えて、課題解決に努め
ております。委員会では水消火器で使い方
を職員にレクチャーしております。運営推
進会議では地域の防災に関して話し合う時
間を設けております。

ホテルでの防災担当経験を持つ職員が主導し、詳細
なマニュアルに基づく本格的な消防訓練を4施設合
同で実施しています。訓練後は見直しや改善、研修
を行っています。町内会に避難場所や備蓄食料の利
用許可を得るなど、地域との協力関係を深めていま
す。

協力医療機関と連携し、早期治療に努 め
ております。入院になった場合も定 期的
に面会をし、情報共有やカンファ レンス
の場を設け、早期に退院できる よう努め
ております

入所時に重度化・終末期のあり方につ い
ては、医療機関・ご家族様を含め、 ご本
人様の意志を尊重し方針を共有し ており
ます。看取りの際は再度ご家族様の意思を
確認し医療とも連携しながら支援に取り組
んでおります。

入居の際に終末医療に向けた本人や家族などの意向
を尊重した方針を共有しています。生活機能が低下
し摂食が困難となった段階で、医師の指示により家
族などに状況を伝えています。家族などの看取りへ
の心の準備期間を考慮し、早期に連絡をする配慮を
しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

利用者様の体調やお気持ちを一番に考慮
し、お疲れの時は居室で休んで頂いたり、
歩きたい方は職員が一緒にお散歩等してい
ます。また、出来る方は職員と一緒に作業
や家事手伝いをして頂いています。

毎朝の整容、爪切りや髭剃り等の清潔感を
大事にしています。また、二カ月に一回訪
問カットに来て頂き髪型を整えています。
季節ごとに衣替えや居室の衣類の整理や点
検を行い、肌着や靴下も含め、その方に適
している衣類かを確認しています。

利用者様の尊厳やプライドを損なわないよ
うに注意しております。声掛けは常に笑顔
で目線を合わせるようにきをつけていま
す。人生の大先輩であるという事を忘れず
に言葉使いにも気を付け、笑顔で優しい声
掛けや挨拶をするよう心掛けています。

施設の掲げる「入居者の笑顔のために」というグ
ループ指針のもと、利用者一人ひとりに職員が笑顔
で優しく声をかけ、寄り添い尊厳ある対応をしてい
ます。水分摂取や入浴などの際も本人の意思を尊重
しながら適切に対応しています。また、外国人職員
が日本語を実践の中から学ぶOJTを実行し、円滑な
コミュニケーションを通じた質の高いケアにつなげ
ています。

会話の中でご希望をお聞きし、分かりやす
い声掛けや提案をし、その方らしい自己決
定が出来るよう努めております。利用者様
のお気持ちを傾聴し、自己決定が難しい方
はご家族様に相談したり、職員がその方に
合った選択が一緒に出来るよう努めていま
す。

栄養バランスを考えられた献立となってお
り、野菜切り等のお手伝いをして頂いてい
ます。また、毎月季節に合った食レクやお
やつレクを行い、利用者様と一緒に手作り
を楽しみます。利用者様も昔を思い出し、
調理の仕方を教えてくれることもありま
す。

栄養バランスを考えた食事を提供しています。利用
者は、ホットケーキやお団子作りといったおやつ作
りに参加したり、調理の準備に日常的に関わってい
ます。利用者の得意分野を生かした刺し盛りや餃
子、干し柿作りなどの食のレクリエーション企画を
通して、食の楽しみを深める取り組みを進めていま
す。
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期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

毎食後に口腔ケアを行い誤嚥性肺炎の予防
等に努めています。義歯の方は外して頂
き、歯ブラシで職員が綺麗にしています。
また毎週一回の訪問歯科と連携し、一人一
人に合った口腔ケアを実施しています。口
腔体操も行っています。

生活記録より個々の排泄パターンを把握
し、時間を見てお声掛けにて介入していま
す。リハビリパンツやパッドや布下着がそ
の方に合っているか等見直しを適宜行って
います。

排泄の自立に向けた支援として、職員が個々の利用
者の食後の排泄パターンを把握し、さらに様子を見
て声をかけ、確認や対応を行っています。使用する
パッドやリハビリパンツのサイズチェックを適宜行
い、快適に過ごすための支援をしています。

食事形態、食事量は利用者様の嚥下や咀嚼
状況により職員間で共有と見直しをしなが
ら個別に提供しています。食事、水分摂取
は無理強いしないよう声掛け介助をしてい
ます。また、毎月初めに体重測定を行い利
用者様の体調把握に努めています。

排泄記録にて便困把握し、体操やマッサー
ジ、散歩等の運動を取りいれたり毎朝牛乳
をお出しし、なるべく自然排便を促してい
ます。往診時には便の薬の相談もし、必要
に応じてナースに相談し、下剤の使用をす
る場合もあります。

入浴は曜日を決めて、週２回は入って頂け
るようにしています。いろいろな香りの入
浴剤を使用し、ゆず湯や菖蒲湯も実施して
います。肌の状態によって石鹸等も使用し
ます。体調に応じて短めの入浴にしたり、
機械浴も使用します。

入浴は週2回とし、午前に2名、午後に2名と余裕の
ある時間配分をして、お風呂でリラックスできるよ
う配慮しています。利用者の状態に応じてお湯を入
れ替え、衛生面への配慮をしています。体調により
時間の短縮や機械浴での対応を行っています。利用
者ごとに石鹸やシャンプー、薬の箱を設置して個別
に対応しています。
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

その方らしい生活スタイルでその時々の状
況に応じ、休息したり、仮眠を取り入れて
います。日中に体操や脳トレーニングを実
施し、安眠につながるよう心掛けておりま
す。

２週間に一度の往診時に主治医やナース、
ホームナース、薬剤師と連携を取り一人一
人の状態に合わせて、相談しながら薬の処
方をお願いしています。職員間でも情報共
有し対応出来るよう努めております。

地域のお祭りやイベントマルシェで職員と
一緒にお買い物をしたり、甘酒を召し上
がったり、販売機で好きな飲み物を買った
り等、一人一人の意思で使えるよう支援し
ております。

季節の行事には職員による仮装等の企画を
しています。踊りや歌が得意な方は職員と
一緒に披露したりしています。お誕生日会
にも皆様が楽しんで頂けるようなレクリ
エーションを実施しております。

初詣や地域交流、町内の夏祭りにも参加し
ました。またご家族様対応にてご自宅に行
かれたり美容院に行かれる方もいます。感
染対策に努めながら外出支援をしておりま
す。

公園や多摩川までの散歩をはじめ、車いす対応の車
両を利用して遠方への外出も支援しています。初詣
には地域の氏神を訪れ、地元の夏祭りにも参加して
います。家族などの協力による一時帰宅や、馴染み
の美容院での散髪といった、地域交流につながる外
出の機会を頻繁に作っています。
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

御家族や大切な人にルールを守って頂きな
がら、ご希望の方には携帯電話を所持して
頂いています。年賀状、暑中見舞い等写真
入りのハガキをお送りしたり月に一度ホー
ム便りもお送りしています。

馴染みのある家具や、お写真等好きなもの
をお持ち頂き、安心して心地良く過ごして
頂けるようにしています。お部屋の掃除は
ご利用者様と一緒に行っております。なる
べく自宅と同じような習慣でお過ごしいた
だけるよう配慮しております。

各居室にはベッド、エアコン、照明を備えていま
す。利用者は慣れ親しんだ家具や写真、仏壇などを
持参し、自宅のような落ち着いた空間をご自身で
作っています。こうした環境が、環境の変化による
不安を和らげる一助となっています。また、職員と
一緒にモップがけや整理を行い、自宅と同じような
日々の習慣を続けることで、ホームでの暮らしにお
いても自分の役割や生活のリズムを保てるよう支援
しています。

必要な箇所に手すりの設置やトイレ、各居
室には一目で分かるよう大きく場所を表示
しています。安全に出来るだけ自立した生
活が送れるよう工夫しています。

季節を感じて頂きたくフロア内に壁画や手
作りカレンダーを作成して貼り出していま
す。制作物も掲示しています。フロアの掃
除はこまめに行い、明るく落ち着いて過ご
して頂けるよう努めています。

中庭は吹き抜けとなっており、採光がよく、居間は
明るく保たれています。壁には花紙を丸めて職員と
利用者が作成した季節感のある製作物やカレンダー
を掲示しています。共用空間は定期的な掃除のほ
か、トイレやフロアも状況に応じてその都度掃除を
行い、常に衛生面に配慮しています。

フロア内のテレビを天井から付ける事によ
り、皆様がどの席からもご覧になれるよう
にしています。また、人間関係にも配慮
し、コミュニケーションが取りやすい座席
を考え、安心して過ごせるようにしていま
す。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム日の出

 ユニット名 椿

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

2か月に1度の開催しており、地域包括セン
ター、町内会、婦人会、近隣にお住まいの
方にも参加頂いております。昨年はご家族
様、利用者様も交えて、災害訓練報告や緊
急時、離設時の対応を話し合いました。

キャラバンメイトの参加、認知症サポー
ター開催のお手伝い、包括との意見交換会
等、積極的に参加しております。

ご近所の方には運営推進会議の参加を積極
的に呼びかけてます。昨年の敬老の日は近
隣保育園の園児さんが遊びにきて下さり、
以降盛んに交流を深めてます。町内会やマ
ンションの夏祭りなどのイベントには「介
護相談窓口」を開催したりお手伝いを行い
ました。

近隣の方や町会長様に、ホームの見学や行
事に参加いただいてます。ご見学していた
だくことで地域の方にも認知症の方の理解
をいただいております。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「笑顔の介護」を理念に掲げております。
職員と共有できるようホームの数か所に理
念が掲示してあります。外国籍の職員でも
理解できるように翻訳したものを配布して
おります。（ベトナム語、タガログ語、ク
メール語、英語等）
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

ご利用者様の様子は月1回、広報「日の出
便り」をご家族様に郵送しております。面
会は柔軟に対応しております。家族様から
要望・苦情があった場合は、フロ アミー
ティング等迅速に開催し、サー ビスの向
上に努めております

運営会議にて「後見人 制度」の研修や
「日常生活自立支 援事業」の勉強会を開
催いたしました。また勉強したことを個々
のフロアミーティングで周知し、職員も知
識を深めております。

契約前のインティーク面接の時点から ご
家族様の不安や疑問にお応えできる よう
十分な説明をし、ご理解をいただ けるよ
う努めております

身体拘束・虐待廃止委員会による3か月に1
度の研修のほか、新人就任時において も
個別研修を行い周知徹底しておりま す。
各ユニットのフロアミーティング におい
てもミニ勉強会を行いスピーチ ロック・
ドラッグロック等の事例検討を行っており
ま す。

虐待防止委員会を発足し社内研修やマニュ
アルを作成し防止策 に努めております。
ユニット会議の際には不適切ケアに該当す
る案件がなかったか議題に挙げています。
職員にはストレスチェックについても周知
しております。
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

市の開催するキャラバンメイト連絡会
や、社協開催行事等に積極的に参加す る
ことで同業者とのネットワークを作 り交
流を深めサービスに役立てており ます。

サービス利用開始前は、ご本人様の思
い・要望・困りごと等を傾聴し信頼関 係
に努めております。「その人らしさ・今で
きる強み」を見つけ、傾 聴の中にも共感
を持ち工夫しておりま す。

各職員は個々の職位・資格等級に合わ せ
て給与額が設定されておりやりがい を
持って働ける環境が整備されており ます

無資格の職員には社内で「初任者研修」を
無料で取得できる制度があります。「実践
者研修」等の外部研 修も積極的に参加で
きるよう環境が 整っております

各ユニットのフロアミーティングで上
がった議題は、毎月行われる運営会議 で
報告しております。また運営会議の 内容
はユニットリーダーから各ユニッ トに報
告がなされ情報共有しておりま す
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入所時の面接から、ご本人様の趣味や 出
身地をお聞きし、支援に役立てられ るよ
う努めております。ご家族様やご 友人の
方にも協力していただき、ご本 人様の懐
かしみの深い写真や思い出の 品をお部屋
に飾るようにしておりま す

まずはお話をじっくりお聞きするように努
めております。日中はご本人様の「できる
事」に視点を置 き、「お皿ふき」「洗濯
たたみ」「プ ランターの水あげ」等のお
手伝いをし ていただいてます。やってい
ただいた 事には感謝をし、共に生活を送
る良き 関係を構築しております

来園時にはご利用者様の近況・体調面 等
のお話をこまめにし、ホームでの困 りご
と等はこちらから積極的に報告し 一緒に
解決していただいております。 感染症蔓
延時には面会制限を設けておりますが、ご
家族様には週1回の定例の電話やお手紙に
て近況をご報告させていた だいておりま
す

サービスの利用を開始する段階で、ま ず
「ご本人様の困りごと」「ご家族様 のこ
まりごと」と傾聴いたします。ホームでど
のように生活してもらいたいかをお聞きし
ケアプランに組み入れ、職員間で共有いた
します。また、その方の生い立ちや人生観
も出来る限りお聞かせ頂き、尊重させてい
ただいてます。

まずはじっくりとご本人様・ご家族様 の
お話を伺い、受容いたします。後、 多職
種と連携し必要としている支援を 見極め
ていきます。その人の「出来る 事」に視
点を置いたサービスに努めて おります。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

入所時の面接においては、生活歴、環
境、お仕事等のお話をできるだけお伺 い
しております。ホームでの生活にも 生か
せるように、郷土名物のおやつレ クや、
地方に伝わる遊び、歌など、 サービスに
工夫をしております

身体状況（バイタル・食事摂取・排泄
等）においては24時間の個別記録を付
け、体調の変化を見逃さないよう努め て
おります。また日ごろから個々のア ク
ティビティを観察し個人記録に記入 する
ことで一人ひとりの有する力を把 握しケ
アプランにも活かしておりま す。

ホームの利用契約が終了したあとはこ ち
らから積極的なフォローはしており ませ
んが、相談があった場合には丁寧 かつ親
身に対応させていただいており ます。

初回の面接時においてご本人様の生活 ス
タイルをなるべく継続できるよう、 ご意
向を伺っております。ホームでの 生活が
始まってからも、本人の要望や 職員の気
づきは随時個人記録に記入し て把握に努
めております

ご利用者様の相性やADLに合わせて、 テー
ブル配置・レクリエーション・散 歩等工
夫しております

株式会社フィールズ



グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

月2回提携医療機関による定期往診があ
り、24時間緊急体制・緊急時対応など適切
な医療を受けられる体制が整っておりま
す。本人及び家族等の希望があれば、地域
のかかりつけ医に受診ができるよう柔軟に
対応おります。

ホームの生活では決まった訪問医療や訪問
歯科・訪問美容がございますが、ご本人様
やご家族様の希望を受け入れ、個別に柔軟
に対応しております。

初回の面談時より、今までの生活スタイ
ル・趣 味・病歴等を詳しくアセスメント
させ ていただくことで社会資源を把握
し、ホームに入所しても変わらず地域と密
着していけるよう支援しております。

毎月のフロアミーティングでは各居室 担
当者がご利用者様の経過観察を報告 し短
期目標達成のための意見交換をし ており
ます。ご家族様面会時や往診時 において
も支援の報告相談をこまめに 行い介護計
画に反映しております。定期的なモニタリ
ング時期以外にもADL等に変化があった際
は計画の見直しをしております。

個々の入居者様の体調管理・身体状 況・
生活記録は毎日記録し、職員 間で情報を
共有しております。ケアプランをもとに、
各ユニットではリーダーが「個別支援計
画」を作成し、実践や介護計画の見直しに
活かされております
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

職員全体研修やフロアミーティングでのミ
ニ勉強会において症状別の勉強会を行って
おります。職員勉強会（心肺蘇生法・応急
手当等）も定期的に実施しております。消
防局での「心肺蘇生研修」にも参加してお
ります。

防災委員会があり、火災、地震、台風、夜
間など毎回想定を変えて、課題解決に努め
ております。委員会では水消火器で使い方
を職員にレクチャーしております。運営推
進会議では地域の防災に関して話し合う時
間を設けております。

協力医療機関と連携し、早期治療に努 め
ております。入院になった場合も定 期的
に面会をし、情報共有やカンファ レンス
の場を設け、早期に退院できる よう努め
ております

入所時に重度化・終末期のあり方につ い
ては、医療機関・ご家族様を含め、 ご本
人様の意志を尊重し方針を共有し ており
ます。看取りの際は再度ご家族様の意思を
確認し医療とも連携しながら支援に取り組
んでおります。

職員は、朝のバイタル測定や往診医申 し
送りノート等を活用し、ご利用者様 の体
調管理を常に把握しております。 何か変
化がおきたときは24時間対応の 訪問看護
に連絡し適切なアドバイスを 受け対応し
ております
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

栄養バランスを考えられた献立となってお
り、野菜切り等のお手伝いをして頂いてい
ます。また、毎月季節に合った食レクやお
やつレクを行い、利用者様と一緒に手作り
を楽しみます。利用者様も昔を思い出し、
調理の仕方を教えてくれることもありま
す。

利用者様の体調やお気持ちを一番に考慮
し、お疲れの時は居室で休んで頂いたり、
歩きたい方は職員が一緒にお散歩等してい
ます。また、出来る方は職員と一緒に作業
や家事手伝いをして頂いています。

毎朝の整容、爪切りや髭剃り等の清潔感を
大事にしています。また、二カ月に一回訪
問カットに来て頂き髪型を整えています。
季節ごとに衣替えや居室の衣類の整理や点
検を行い、肌着や靴下も含め、その方に適
している衣類かを確認しています。

利用者様の尊厳やプライドを損なわないよ
うに注意しております。声掛けは常に笑顔
で目線を合わせるようにきをつけていま
す。人生の大先輩であるという事を忘れず
に言葉使いにも気を付け、笑顔で優しい声
掛けや挨拶をするよう心掛けています。

会話の中でご希望をお聞きし、分かりやす
い声掛けや提案をし、その方らしい自己決
定が出来るよう努めております。利用者様
のお気持ちを傾聴し、自己決定が難しい方
はご家族様に相談したり、職員がその方に
合った選択が一緒に出来るよう努めていま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

排泄記録にて便困把握し、体操やマッサー
ジ、散歩等の運動を取りいれたり毎朝牛乳
をお出しし、なるべく自然排便を促してい
ます。往診時には便の薬の相談もし、必要
に応じてナースに相談し、下剤の使用をす
る場合もあります。

入浴は曜日を決めて、週２回は入って頂け
るようにしています。いろいろな香りの入
浴剤を使用し、ゆず湯や菖蒲湯も実施して
います。肌の状態によって石鹸等も使用し
ます。体調に応じて短めの入浴にしたり、
機械浴も使用します。

毎食後に口腔ケアを行い誤嚥性肺炎の予防
等に努めています。義歯の方は外して頂
き、歯ブラシで職員が綺麗にしています。
また毎週一回の訪問歯科と連携し、一人一
人に合った口腔ケアを実施しています。口
腔体操も行っています。

生活記録より個々の排泄パターンを把握
し、時間を見てお声掛けにて介入していま
す。リハビリパンツやパッドや布下着がそ
の方に合っているか等見直しを適宜行って
います。

食事形態、食事量は利用者様の嚥下や咀嚼
状況により職員間で共有と見直しをしなが
ら個別に提供しています。食事、水分摂取
は無理強いしないよう声掛け介助をしてい
ます。また、毎月初めに体重測定を行い利
用者様の体調把握に努めています。
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

地域のお祭りやイベントマルシェで職員と
一緒にお買い物をしたり、甘酒を召し上
がったり、販売機で好きな飲み物を買った
り等、一人一人の意思で使えるよう支援し
ております。

季節の行事には職員による仮装等の企画を
しています。踊りや歌が得意な方は職員と
一緒に披露したりしています。お誕生日会
にも皆様が楽しんで頂けるようなレクリ
エーションを実施しております。

初詣や地域交流、町内の夏祭りにも参加し
ました。またご家族様対応にてご自宅に行
かれたり美容院に行かれる方もいます。感
染対策に努めながら外出支援をしておりま
す。

その方らしい生活スタイルでその時々の状
況に応じ、休息したり、仮眠を取り入れて
います。日中に体操や脳トレーニングを実
施し、安眠につながるよう心掛けておりま
す。

２週間に一度の往診時に主治医やナース、
ホームナース、薬剤師と連携を取り一人一
人の状態に合わせて、相談しながら薬の処
方をお願いしています。職員間でも情報共
有し対応出来るよう努めております。
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

馴染みのある家具や、お写真等好きなもの
をお持ち頂き、安心して心地良く過ごして
頂けるようにしています。お部屋の掃除は
ご利用者様と一緒に行っております。なる
べく自宅と同じような習慣でお過ごしいた
だけるよう配慮しております。

必要な箇所に手すりの設置やトイレ、各居
室には一目で分かるよう大きく場所を表示
しています。安全に出来るだけ自立した生
活が送れるよう工夫しています。

季節を感じて頂きたくフロア内に壁画や手
作りカレンダーを作成して貼り出していま
す。制作物も掲示しています。フロアの掃
除はこまめに行い、明るく落ち着いて過ご
して頂けるよう努めています。

フロア内のテレビを天井から付ける事によ
り、皆様がどの席からもご覧になれるよう
にしています。また、人間関係にも配慮
し、コミュニケーションが取りやすい座席
を考え、安心して過ごせるようにしていま
す。

御家族や大切な人にルールを守って頂きな
がら、ご希望の方には携帯電話を所持して
頂いています。年賀状、暑中見舞い等写真
入りのハガキをお送りしたり月に一度ホー
ム便りもお送りしています。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム日の出

 ユニット名 楓

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

2か月に1度の開催しており、地域包括セン
ター、町内会、婦人会、近隣にお住まいの
方にも参加頂いております。昨年はご家族
様、利用者様も交えて、災害訓練報告や緊
急時、離設時の対応を話し合いました。

キャラバンメイトの参加、認知症サポー
ター開催のお手伝い、包括との意見交換会
等、積極的に参加しております。

ご近所の方には運営推進会議の参加を積極
的に呼びかけてます。昨年の敬老の日は近
隣保育園の園児さんが遊びにきて下さり、
以降盛んに交流を深めてます。町内会やマ
ンションの夏祭りなどのイベントには「介
護相談窓口」を開催したりお手伝いを行い
ました。

近隣の方や町会長様に、ホームの見学や行
事に参加いただいてます。ご見学していた
だくことで地域の方にも認知症の方の理解
をいただいております。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「笑顔の介護」を理念に掲げております。
職員と共有できるようホームの数か所に理
念が掲示してあります。外国籍の職員でも
理解できるように翻訳したものを配布して
おります。（ベトナム語、タガログ語、ク
メール語、英語等）
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

ご利用者様の様子は月1回、広報「日の出
便り」をご家族様に郵送しております。面
会は柔軟に対応しております。家族様から
要望・苦情があった場合は、フロ アミー
ティング等迅速に開催し、サー ビスの向
上に努めております

運営会議にて「後見人 制度」の研修や
「日常生活自立支 援事業」の勉強会を開
催いたしました。また勉強したことを個々
のフロアミーティングで周知し、職員も知
識を深めております。

契約前のインティーク面接の時点から ご
家族様の不安や疑問にお応えできる よう
十分な説明をし、ご理解をいただ けるよ
う努めております

身体拘束・虐待廃止委員会による3か月に1
度の研修のほか、新人就任時において も
個別研修を行い周知徹底しておりま す。
各ユニットのフロアミーティング におい
てもミニ勉強会を行いスピーチ ロック・
ドラッグロック等の事例検討を行っており
ま す。

虐待防止委員会を発足し社内研修やマニュ
アルを作成し防止策 に努めております。
ユニット会議の際には不適切ケアに該当す
る案件がなかったか議題に挙げています。
職員にはストレスチェックについても周知
しております。
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

市の開催するキャラバンメイト連絡会
や、社協開催行事等に積極的に参加す る
ことで同業者とのネットワークを作 り交
流を深めサービスに役立てており ます。

サービス利用開始前は、ご本人様の思
い・要望・困りごと等を傾聴し信頼関 係
に努めております。「その人らしさ・今で
きる強み」を見つけ、傾 聴の中にも共感
を持ち工夫しておりま す。

各職員は個々の職位・資格等級に合わ せ
て給与額が設定されておりやりがい を
持って働ける環境が整備されており ます

無資格の職員には社内で「初任者研修」を
無料で取得できる制度があります。「実践
者研修」等の外部研 修も積極的に参加で
きるよう環境が 整っております

各ユニットのフロアミーティングで上
がった議題は、毎月行われる運営会議 で
報告しております。また運営会議の 内容
はユニットリーダーから各ユニッ トに報
告がなされ情報共有しておりま す
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グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入所時の面接から、ご本人様の趣味や 出
身地をお聞きし、支援に役立てられ るよ
う努めております。ご家族様やご 友人の
方にも協力していただき、ご本 人様の懐
かしみの深い写真や思い出の 品をお部屋
に飾るようにしておりま す

まずはお話をじっくりお聞きするように努
めております。日中はご本人様の「できる
事」に視点を置 き、「お皿ふき」「洗濯
たたみ」「プ ランターの水あげ」等のお
手伝いをし ていただいてます。やってい
ただいた 事には感謝をし、共に生活を送
る良き 関係を構築しております

来園時にはご利用者様の近況・体調面 等
のお話をこまめにし、ホームでの困 りご
と等はこちらから積極的に報告し 一緒に
解決していただいております。 感染症蔓
延時には面会制限を設けておりますが、ご
家族様には週1回の定例の電話やお手紙に
て近況をご報告させていた だいておりま
す

サービスの利用を開始する段階で、ま ず
「ご本人様の困りごと」「ご家族様 のこ
まりごと」と傾聴いたします。ホームでど
のように生活してもらいたいかをお聞きし
ケアプランに組み入れ、職員間で共有いた
します。また、その方の生い立ちや人生観
も出来る限りお聞かせ頂き、尊重させてい
ただいてます。

まずはじっくりとご本人様・ご家族様 の
お話を伺い、受容いたします。後、 多職
種と連携し必要としている支援を 見極め
ていきます。その人の「出来る 事」に視
点を置いたサービスに努めて おります。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

入所時の面接においては、生活歴、環
境、お仕事等のお話をできるだけお伺 い
しております。ホームでの生活にも 生か
せるように、郷土名物のおやつレ クや、
地方に伝わる遊び、歌など、 サービスに
工夫をしております

身体状況（バイタル・食事摂取・排泄
等）においては24時間の個別記録を付
け、体調の変化を見逃さないよう努め て
おります。また日ごろから個々のア ク
ティビティを観察し個人記録に記入 する
ことで一人ひとりの有する力を把 握しケ
アプランにも活かしておりま す。

ホームの利用契約が終了したあとはこ ち
らから積極的なフォローはしており ませ
んが、相談があった場合には丁寧 かつ親
身に対応させていただいており ます。

初回の面接時においてご本人様の生活 ス
タイルをなるべく継続できるよう、 ご意
向を伺っております。ホームでの 生活が
始まってからも、本人の要望や 職員の気
づきは随時個人記録に記入し て把握に努
めております

ご利用者様の相性やADLに合わせて、 テー
ブル配置・レクリエーション・散 歩等工
夫しております
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

月2回提携医療機関による定期往診があ
り、24時間緊急体制・緊急時対応など適切
な医療を受けられる体制が整っておりま
す。本人及び家族等の希望があれば、地域
のかかりつけ医に受診ができるよう柔軟に
対応おります。

ホームの生活では決まった訪問医療や訪問
歯科・訪問美容がございますが、ご本人様
やご家族様の希望を受け入れ、個別に柔軟
に対応しております。

初回の面談時より、今までの生活スタイ
ル・趣 味・病歴等を詳しくアセスメント
させ ていただくことで社会資源を把握
し、ホームに入所しても変わらず地域と密
着していけるよう支援しております。

毎月のフロアミーティングでは各居室 担
当者がご利用者様の経過観察を報告 し短
期目標達成のための意見交換をし ており
ます。ご家族様面会時や往診時 において
も支援の報告相談をこまめに 行い介護計
画に反映しております。定期的なモニタリ
ング時期以外にもADL等に変化があった際
は計画の見直しをしております。

個々の入居者様の体調管理・身体状 況・
生活記録は毎日記録し、職員 間で情報を
共有しております。ケアプランをもとに、
各ユニットではリーダーが「個別支援計
画」を作成し、実践や介護計画の見直しに
活かされております
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

職員全体研修やフロアミーティングでのミ
ニ勉強会において症状別の勉強会を行って
おります。職員勉強会（心肺蘇生法・応急
手当等）も定期的に実施しております。消
防局での「心肺蘇生研修」にも参加してお
ります。

防災委員会があり、火災、地震、台風、夜
間など毎回想定を変えて、課題解決に努め
ております。委員会では水消火器で使い方
を職員にレクチャーしております。運営推
進会議では地域の防災に関して話し合う時
間を設けております。

協力医療機関と連携し、早期治療に努 め
ております。入院になった場合も定 期的
に面会をし、情報共有やカンファ レンス
の場を設け、早期に退院できる よう努め
ております

入所時に重度化・終末期のあり方につ い
ては、医療機関・ご家族様を含め、 ご本
人様の意志を尊重し方針を共有し ており
ます。看取りの際は再度ご家族様の意思を
確認し医療とも連携しながら支援に取り組
んでおります。

職員は、朝のバイタル測定や往診医申 し
送りノート等を活用し、ご利用者様 の体
調管理を常に把握しております。 何か変
化がおきたときは24時間対応の 訪問看護
に連絡し適切なアドバイスを 受け対応し
ております
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

栄養バランスを考えられた献立となってお
り、野菜切り等のお手伝いをして頂いてい
ます。また、毎月季節に合った食レクやお
やつレクを行い、利用者様と一緒に手作り
を楽しみます。利用者様も昔を思い出し、
調理の仕方を教えてくれることもありま
す。

利用者様の体調やお気持ちを一番に考慮
し、お疲れの時は居室で休んで頂いたり、
歩きたい方は職員が一緒にお散歩等してい
ます。また、出来る方は職員と一緒に作業
や家事手伝いをして頂いています。

毎朝の整容、爪切りや髭剃り等の清潔感を
大事にしています。また、二カ月に一回訪
問カットに来て頂き髪型を整えています。
季節ごとに衣替えや居室の衣類の整理や点
検を行い、肌着や靴下も含め、その方に適
している衣類かを確認しています。

利用者様の尊厳やプライドを損なわないよ
うに注意しております。声掛けは常に笑顔
で目線を合わせるようにきをつけていま
す。人生の大先輩であるという事を忘れず
に言葉使いにも気を付け、笑顔で優しい声
掛けや挨拶をするよう心掛けています。

会話の中でご希望をお聞きし、分かりやす
い声掛けや提案をし、その方らしい自己決
定が出来るよう努めております。利用者様
のお気持ちを傾聴し、自己決定が難しい方
はご家族様に相談したり、職員がその方に
合った選択が一緒に出来るよう努めていま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

排泄記録にて便困把握し、体操やマッサー
ジ、散歩等の運動を取りいれたり毎朝牛乳
をお出しし、なるべく自然排便を促してい
ます。往診時には便の薬の相談もし、必要
に応じてナースに相談し、下剤の使用をす
る場合もあります。

入浴は曜日を決めて、週２回は入って頂け
るようにしています。いろいろな香りの入
浴剤を使用し、ゆず湯や菖蒲湯も実施して
います。肌の状態によって石鹸等も使用し
ます。体調に応じて短めの入浴にしたり、
機械浴も使用します。

毎食後に口腔ケアを行い誤嚥性肺炎の予防
等に努めています。義歯の方は外して頂
き、歯ブラシで職員が綺麗にしています。
また毎週一回の訪問歯科と連携し、一人一
人に合った口腔ケアを実施しています。口
腔体操も行っています。

生活記録より個々の排泄パターンを把握
し、時間を見てお声掛けにて介入していま
す。リハビリパンツやパッドや布下着がそ
の方に合っているか等見直しを適宜行って
います。

食事形態、食事量は利用者様の嚥下や咀嚼
状況により職員間で共有と見直しをしなが
ら個別に提供しています。食事、水分摂取
は無理強いしないよう声掛け介助をしてい
ます。また、毎月初めに体重測定を行い利
用者様の体調把握に努めています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

地域のお祭りやイベントマルシェで職員と
一緒にお買い物をしたり、甘酒を召し上
がったり、販売機で好きな飲み物を買った
り等、一人一人の意思で使えるよう支援し
ております。

季節の行事には職員による仮装等の企画を
しています。踊りや歌が得意な方は職員と
一緒に披露したりしています。お誕生日会
にも皆様が楽しんで頂けるようなレクリ
エーションを実施しております。

初詣や地域交流、町内の夏祭りにも参加し
ました。またご家族様対応にてご自宅に行
かれたり美容院に行かれる方もいます。感
染対策に努めながら外出支援をしておりま
す。

その方らしい生活スタイルでその時々の状
況に応じ、休息したり、仮眠を取り入れて
います。日中に体操や脳トレーニングを実
施し、安眠につながるよう心掛けておりま
す。

２週間に一度の往診時に主治医やナース、
ホームナース、薬剤師と連携を取り一人一
人の状態に合わせて、相談しながら薬の処
方をお願いしています。職員間でも情報共
有し対応出来るよう努めております。

株式会社フィールズ



グループホーム日の出　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

馴染みのある家具や、お写真等好きなもの
をお持ち頂き、安心して心地良く過ごして
頂けるようにしています。お部屋の掃除は
ご利用者様と一緒に行っております。なる
べく自宅と同じような習慣でお過ごしいた
だけるよう配慮しております。

必要な箇所に手すりの設置やトイレ、各居
室には一目で分かるよう大きく場所を表示
しています。安全に出来るだけ自立した生
活が送れるよう工夫しています。

季節を感じて頂きたくフロア内に壁画や手
作りカレンダーを作成して貼り出していま
す。制作物も掲示しています。フロアの掃
除はこまめに行い、明るく落ち着いて過ご
して頂けるよう努めています。

フロア内のテレビを天井から付ける事によ
り、皆様がどの席からもご覧になれるよう
にしています。また、人間関係にも配慮
し、コミュニケーションが取りやすい座席
を考え、安心して過ごせるようにしていま
す。

御家族や大切な人にルールを守って頂きな
がら、ご希望の方には携帯電話を所持して
頂いています。年賀状、暑中見舞い等写真
入りのハガキをお送りしたり月に一度ホー
ム便りもお送りしています。

株式会社フィールズ



優先順位 項目番号

　　　　令和7年度

目　標　達　成　計　画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　　グループホーム日の出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　令和８年４月３０日

現状における問題点・課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容 目標達成期間

１２ヵ月

めること なるようにする の連携を行うこと、地域の行事には積極的
1 2

ホームと地域とのつきあいを深 地域に完全に溶け込んだ施設と 地元の職員さんを通じて町内会や婦人会と

に参加すること

１２ヵ月

築くこと を目指し日々の介護に活かす 望んでいることを深く読みとれるように
2 10

利用者様とのより確実な信頼を 各利用者様に対する全人的理解各職員が傾聴の技術を身につけ、利用者の

研修を行う

６か月

日勤夜勤の連携を深めて全員で ユニットで成功事例等の共有を行う
3 13

チームケアの充実を図ること 往診医療機関、看護との連携や チームケアの事例をもとに研修を行い各

介護を行うころ

３か月

させること っかりと対応できるようにする 正確な対応ができるようにする、電話対応
4 15

緊急時・急変時の対応力を向上 外国人職員も夜勤時の急変にし母国語のマニュアルを作成し、理解を深め

についても要点をつかめるようにする

３か月

生活空間を実現すること できるようにする 利用者様の全人的理解の為に情報を収集
5 22

利用者様にとって居心地のよい パーソンセンタードケアが実践 入居時だけではなく、常にご家族様から

する


